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令和２年度から 令和元年度まで

小学校 3400 円 / 月 230 円 /1 食
中学校 3600 円 / 月 260 円 /1 食

 令和2年度   一般会計予算
僅差（反対6、賛成9）で可決！

町とともにバスターミナルを整備する大型商業施設 　　「ららぽーと愛知東郷」（９月開業予定）建設現場 

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

子
育
て
支
援

学
校
給
食
費
を
月
定
額
制
に

保
護
者
負
担
を
軽
減

令
和
２
年
度
か
ら
小
中
学
校
の
給
食
費
を
表

の
よ
う
に
変
更
し
、
保
護
者
の
負
担
を
1５
％

軽
減
。

町
立
保
育
園
の
英
語
活
動

町
立
保
育
園
に
英
語
を
母
語
と
す
る
人
を
派
遣
し
、
普
段
の

遊
び
を
通
じ
て
、
園
児
が
英
語
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
。

長
期
休
業
時
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

開
始
時
刻
を
早
め
る

夏
休
み
な
ど
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
始
時
刻
を
午
前

８
時
か
ら
７
時
３0
分
に
早
め
る
。

ら
ら
ぽ
ー
と
に
隣
接
し
て
、
車
道
部
分
は
町
が
、
歩
道
部
分

は
商
業
施
設
事
業
者
が
整
備
。

※
令
和
２
年
度
～
５
年
度
、
２
年
度
は
１
億
8220
万
円

主
な
事
業

◆ 

◆ 

主
な
事
業

歳入・歳出128億1500万円
　　　　  反対・賛成討論は    4ページをご覧ください。

2660万円1146万円45万円 総額3億240万円※
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 令和2年度   一般会計予算

児童館で行う放課後児童クラブは、新
型コロナウイルス対策の臨時休校のと
きも春休みと同じ時刻に開始
（写真は北部児童館）

町とともにバスターミナルを整備する大型商業施設 　　「ららぽーと愛知東郷」（９月開業予定）建設現場 

多
胎
児
家
庭
へ
の
支
援

双
子
な
ど
多
胎
児
を
育
て
る
家
庭
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
派
遣
。

簡
単
な
育
児
支
援
や
相
談
を
行
う
。

歳入・歳出128億1500万円
　　　　  反対・賛成討論は    4ページをご覧ください。

217万円30万円385万円165万円

有
機

JAS
認
定
取
得
へ
の
支
援

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
教
室
等
の
充
実

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

有
機

JAS
規
格
の
認
証
と
継
続
へ
の
支

援
で
、
付
加
価
値
の
あ
る
農
産
物
の

生
産
を
促
進
。

介
護
予
防
知
識
な
ど
を
普
及
。

商
工
会
の
補
助
事
業
の
採
択
を
受
け
た
事
業
者
に
町
か
ら
上

限
３３
万
円
を
上
乗
せ
し
て
補
助
。

田植え前の時期の農地（諸輪）
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無
理
な
新
規
事
業
が
多
い

子
育
て
支
援
の
充
実
を
評
価

町
長
の
方
針

「
子
育
て
世
代
に
優
し
く
」

「
高
齢
者
に
優
し
く
」「
暮
ら
し
に
優
し
く
」

へ
の
評
価
は
？

　

脆
弱
な
本
町
で
税
収
増
範
囲

内
を
超
え
た
保
育
・
教
育
・
福

祉
・
給
食
等
々
の
新
規
事
業
が

異
常
に
多
く
、
身
の
丈
に
合
っ

た
経
常
費
の
枠
を
超
え
た
過
剰

事
業
。
後
に
住
民
負
担
と
し
て

重
く
の
し
か
か
り
財
政
破
綻
の

恐
れ
を
感
じ
断
腸
の
思
い
で
反

対
す
る
。

（
加
藤
宏
明 
議
員
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
景

気
悪
化
か
ら
生
活
と
生
業
を
守

る
た
め
に
、
学
校
給
食
費
15
％

の
負
担
軽
減
な
ど
、
住
民
の
負

担
軽
減
策
の
着
実
な
実
施
を
望

む
。
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
、

多
胎
児
家
庭
・
発
達
障
が
い
児
の

　

新
規
事
業
が
多
い
。
積
極
的

な
予
算
と
あ
る
が
、
元
年
度
当

初
予
算
と
比
べ
約
3
億
3
千
万

の
増
額
で
あ
る
。
確
実
に
や
ら

ね
ば
な
ら
な
い
事
業
と
先
送
り

で
き
る
事
業
を
層
別
し
堅
実
的

な
予
算
編
成
を
望
む
と
同
時
に

盤
石
な
財
政
作
り
に
目
を
向
け

て
い
た
だ
き
た
い 

。

（
高
木
佳
子 

議
員
）

親
へ
の
支
援
な
ど
施
策
を
評
価
。

（
門
原
武
志 

議
員
）

　
子 

育 

て 

世 

代 

や 

高 

齢 

者 

に 

優 

し 

く 

、 有 

機 

農 

業 

の 

促 

進 

や 

中 

小 

企
業 

の 

振 

興 

等 

に 

も 

力 

を 

入 

れ 

た 

積 

極 

的 

な 

新 

規 

事 

　

毎
年
実
質
単
年
度
収
支
赤
字

が
続
く
財
政
状
況
に
加
え
、
武

漢
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
歳

入
減
少
が
確
実
な
環
境
下
で

は
、
保
育
園
で
の
英
語
活
動
や

給
食
費
定
額
（
減
額
）
化
等
、

不
要
不
急
事
業
を
含
む
39
の
新

規
事
業
を
見
直
し
、
堅
実
な
予

算
編
成
を
。

（
山
下
茂 

議
員
）

業 

は 

、 東 

郷 
町
の 
魅 
力 

を 

ア 

ッ 

プ 

さ 

せ 

る 

も 

の 
。 
若 
い 

世 

代 

を 

中 

心 

に 

多 

く 

の 

世
帯 
の
流 
入 

を 

促 

し 

、 個 

人 

税 

収 

増 

を 
目 
指 

す 

積 

極 

予 

算 

を 

評 

価 

。

（
中
野
ま
さ
ひ
ろ 

議
員
）

　

2018
年
町
長
就
任
年
度
に
89
億

円
で
あ
っ
た
起
債
残
高
は
、

た
っ
た
２
年
で
100
億
円
を
超
え

る
。
公
共
施
設
整
備
基
金
は

１
億
円
近
く
減
少
し
、
積
立
方

針
見
直
し
。
さ
ら
に
、
経
常
経

費
を
重
ね
る
提
案
。
今
後
10
年

間
が
良
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
予

算
案
。

（
石
橋
直
季 

議
員
）

︻
意
見
書
要
旨
︼

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
小
中
校

の
休
校
等
各
方
面
に
大
き
な

影
響
が
及
ん
で
い
る
。
感
染

拡
大
防
止
に
向
け
検
査
・
医

療
体
制
の
整
備
支
援
、
生
徒

児
童
へ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
、

経
済
活
動
自
粛
・
休
業
等
地

域
経
済
へ
の
影
響
を
的
確
に

把
握
し
補
償
等
財
政
支
援
を

講
ず
る
こ
と
。（
※
要
旨
の
た

め
原
文
と
異
な
り
ま
す
。）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書
を
全
員

賛
成
で
可
決
！

予算案に賛成！ 予算案に反対！
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議案審議の結果一覧

議
案
審
議
の
結
果
一
覧

公…公明党　立…立憲民主党
共…日本共産党東郷町議員団　無…無会派 会派 新東会 公 立 共 無 無 無 無 無 無 無 無 無

議案名
議長 水川 淳は採決に加わらない

〇…賛成　×…反対
討…討論を有した議案と議員

審
議
結
果

石
橋
直
季

加
藤
達
雄

加
藤
宏
明

近
藤
鑛
治

高
木
佳
子

國
府
田
さ
と
み

門
原
武
志

比
嘉
浩
二

中
野
ま
さ
ひ
ろ

山
下

茂

熊
田
彰
夫

山
田
達
郎

水
川

淳

加
藤
啓
二

若
園
ひ
で
こ

菱
川
和
英

 2月臨時会　令和2年第1回臨時会は2月5日に開催されました。

工事請負契約の締結について
（東郷小学校他５特別教室等空調設備整備工事）　  ※１ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○
工事請負契約の締結について

（東郷中学校他２特別教室等空調設備整備工事）　  ※２ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○
【請願】東郷町施設サービス（株）
新取締役の撤回を求める請願書　　　　　　 ※3 採択 ○

討
○
討

○
討 ○ ○ ×

討
×
討 ○ ×

討
○
討 × ○ - ○ ○ ×

 3月定例会　令和2年第1回定例会は会期2月25日〜3月29日の間に開催されました。

東郷町公契約条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○

東郷町小規模企業及び中小企業振興基本条例
の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○

討 ○ ○
東郷町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ 退

席 ○ ○ ○ ×
討 ○ ×

討 × ○ ○ - ○ ○ ○

東郷町国民健康保険税条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
討 ○ ×

討 ○ ○ ○ - ○ ○ ○

令和２年度東郷町一般会計予算 可決 ×
討 ○ ×

討 ○ ×
討 ○ ○

討 ○ ○
討

×
討 ○ × - ○ × ○

令和２年度東郷町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
討 ○ ×

討 ○ ○ ○ - ○ ○ ○

令和２年度東郷町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
討 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○

教育委員会の教育長の任命について 　　　  ※ 4 同意 ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○

令和元年度東郷町一般会計補正一般会計予算（第８号）※ 5 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○

【意見書】新型コロナウイルス感染症対策の強化を求める ※6 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○

 5月臨時会　令和2年第2回臨時会は5月7日に開催されました。

令和 2 年度東郷町補正一般会計予算（第 1 号） ※7 可決 ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ ○

討 ○ ○
討 ○ ○ ○ - ○ ○ ○

【専承】東郷町国民健康保健条例の
一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

討 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○

◆議案の概要
※ 1・2…町内全小中学校の特別教室に、今年の７月からエアコンが使用できるよう工事契約を締結するもの。
※ 3…東郷町施設サービス（株）新取締役の撤回を求める請願は、令和元年 12 月議会で継続審査となっていたが、2 月臨時議会で審議された。
※ 4…教育委員会の前教育長石川光秋氏は令和 2 年 3 月 31 日をもって本職を辞職するので、後任に中根一郎氏を任命するもの。
※ 5…国家政策の GIGA スクール構想（生徒児童に１人１台パソコンと高速大容量の通信ネットワークインフラの整備を進めるもの）。
※ 6…東郷町議会は、内閣総理大臣・関係諸大臣に対し新型コロナウイルス感染症対策の強化を求める意見書を提出するもの。
※ 7…新型コロナウイルス感染症対策支援事業として、「特別定額給付金」事業はじめ町民の生活支援、事業者財政支援等の補正予算。

◆特記議案のみ掲載◆
（掲載のない議案は全員賛成。全議案の結果一覧についてはホームページをご覧下さい）
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第
3
セ
ク
タ
ー
の
取
締
役
が
不
適

格
な
ら
町
長
の
任
命
責
任
が
問
わ
れ

る
が
、
請
願
に
あ
る
「
特
定
団
体
関

係
者
の
偏
っ
た
体
制
」
に
よ
る
不
利

益
が
不
明
。
長
期
間
、
取
締
役
会
が

開
か
れ
ず
、「
会
社
を
私
物
化
す
る

た
め
の
人
事
」と
い
う
疑
念
も
不
明
。

（
門
原
武
志 

議
員
）

　
「
町
民
の
不
利
益
や
会
社
の
私
物

化
へ
の
懸
念
」
が
明
確
で
な
く
、
法

律
上
株
主
の
権
限
で
あ
る
取
締
役
選

任
の
撤
回
を
議
会
が
求
め
る
こ
と
は

株
式
会
社
へ
の
不
適
切
な
介
入
。
町

民
の
た
め
に
、
株
主
と
取
締
役
会
の

連
携
し
た
会
社
運
営
を
強
く
要
望
し

反
対
す
る
。（

中
野
ま
さ
ひ
ろ 

議
員
）

　
請
願
願
意
の
妥
当
性
及
び
人
事
任

命
責
任
者
の
説
明
責
任
に
つ
い
て
必

要
な
審
議
が
継
続
審
査
中
に
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
も
そ
も
株
主

の
人
事
権
へ
の
疑
義
は
町
と
議
会
の

権
限
に
属
さ
ず
と
判
断
し
反
対
。

（
國
府
田
さ
と
み 

議
員
）

　
不
必
要
な
役
員
倍
増
で
今
ま
で
培

っ
て
こ
ら
れ
た
産
官
学
の
連
携
や
近

隣
市
町
と
の
関
係
に
支
障
を
き
た
し
、

会
社
の
従
業
員
の
士
気
に
も
影
響
や

不
安
も
与
え
る
。
本
町
の
、
幼
児
運

動
促
進
で
の
実
績
か
ら
現
体
制
で
何

ら
問
題
な
し
と
思
料
す
る
。

（
加
藤
宏
明 

議
員
）

　

TIS
の
2
大
事
業
の
内
、
健
康
事

業
は
順
天
堂
大
学
と
の
産
官
学
連

携
が
功
を
奏
し
町
内
外
で
社
会
貢

献
し
、
指
定
管
理
事
業
は
、
業
務

改
善
制
度
の
浸
透
で
従
業
員
の
意

識
は
高
く
、
低
コ
ス
ト
高
サ
ー
ビ

ス
に
徹
し
、
役
員
倍
増
の
必
要
性

は
見
当
た
ら
な
い
。

（
加
藤
達
雄 

議
員
）

　
一
人
株
主
の
権
利
で
、
人
選
、
手

続
き
に
何
ら
落
ち
度
は
な
い
と
い
う

法
的
解
釈
を
問
題
視
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
多
く
の
町
民
が
疑
問
を
感

じ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
向
き
合
い
、

首
長
と
し
て
「
李
下
に
冠
を
正
さ
ず
」

の
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
山
下
茂 

議
員)

　
不
透
明
、
不
明
瞭
、
不
可
解
な

答
弁
が
続
く
。
委
員
会
議
論
で
も
、

賛
成
反
対
の
意
向
を
問
わ
ず
説
明

の
機
会
を
求
め
る
意
見
が
大
多
数
。

新
た
な
情
報
提
示
な
し
、
発
言
が

訂
正
さ
れ
る
、
職
員
へ
無
用
に
責

任
だ
け
負
わ
せ
る
な
ど
、
明
ら
か

な
疑
念
が
残
る
。（

石
橋
直
季 
議
員
）

　
本
条
例
に
よ
り
、
労
働
者
を
守
る

意
識
と
観
点
を
持
っ
た
事
業
者
が
、

本
町
の
各
種
事
業
の
受
注
者
と
な
る

こ
と
で
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

安
全
社
会
」
の
実
現
に
つ
な
が
る
。

そ
れ
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
と

発
展
、
町
民
福
祉
の
向
上
・
増
進
が

図
ら
れ
る
。（

國
府
田
さ
と
み 

議
員
）

　
こ
の
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
町
政

が
振
興
に
お
け
る
基
本
理
念
や
小
規
模

企
業
及
び
中
小
小
企
業
の
振
興
に
取
り

組
む
姿
勢
が
明
確
に
な
り
、
地
域
経
済

の
発
展
及
び
町
民
の
生
活
向
上
が
図
れ

る
条
例
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
に
賛
成
。

（
加
藤
啓
二 

議
員
）

　
私
は
こ
れ
ま
で
東
郷
町
の
議
員
報

酬
が
不
当
に
高
い
わ
け
で
は
な
い
と

考
え
、
報
酬
審
の
答
申
を
尊
重
す
る

立
場
か
ら
報
酬
引
き
上
げ
に
賛
成
し

て
き
た
が
、
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
対
策
で
経
済

が
大
変
な
の
で
、
据
え
置
く
べ
き
だ
。

（
門
原
武
志 

議
員
）

　
優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
に
あ
る

程
度
の
議
員
報
酬
は
必
要
。「
報
酬

審
議
会
」
の
意
見
も
尊
重
す
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
全
世

界
的
な
経
済
の
後
退
で
、
家
計
収
入

が
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
は
確
実
。

議
員
の
報
酬
の
み
上
げ
る
こ
と
に
は

反
対
。

（
中
野
ま
さ
ひ
ろ 

議
員
）

2
月
臨
時
会
・
3
月
定
例
会

東
郷
町
議
会
の
議
員
の

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償

及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て賛

成
多
数
で
可
決

東
郷
町
公
契
約
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

東
郷
町
小
規
模
企
業
及

び
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

反
対
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東
郷
町
施
設
サ
ー
ビ
ス

（
株
）新
取
締
役
の

撤
回
を
求
め
る
請
願
書

賛
成
多
数
で
可
決

東
郷
町
施
設
サ
ー
ビ
ス（
株
）新
取
締
役
の
撤
回
を
求
め
る
請
願
書 

採
択

令
和
元
年
12
月
議
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
第
4
号
は
、
2
月
臨
時
会
で
審
議
再
開
さ
れ
、

付
託
先
の
総
務
経
済
委
員
会
に
お
い
て
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
る
が
、
本
会
議
で
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
る
。

2
月
臨
時
会

3
月
定
例
会



　

高
齢
者
世
帯
（
年
金
220
万
円
の

夫
と
120
万
円
の
妻
の
場
合
）
は
元

年
度
の
国
保
税
が
９
万
7500
円
だ
っ

た
の
が
10
万
200
円
に
な
り
2700
円
増

税
。
町
の
方
針
で
は
６
年
度
に
は

11
万
900
円
に
な
る
。
消
費
税
増
税
・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
不
況
も
あ

る
。
増
税
中
止
を
。

（
門
原
武
志 

議
員
）

　
保
険
税
は
高
額
で
あ
り
1２
％
を
超

え
る
滞
納
が
あ
る
。「
運
営
協
議
会
」

で
も
少
な
か
ら
ぬ
委
員
が
反
対
し
た
。

保
険
税
値
上
げ
→
受
診
抑
制
→
未
受

診
に
よ
る
病
状
悪
化
→
医
療
費
の
高

騰
→
更
な
る
保
険
税
の
値
上
げ
と
い

う
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
反
対
。

（
中
野
ま
さ
ひ
ろ 

議
員
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

全
世
界
的
な
経
済
の
後
退
で
、
家

計
収
入
が
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と

は
確
実
。
一
般
会
計
か
ら
の
援
助

は
県
下
５４
市
町
村
中
３５
位
の
低
さ
。

一
般
会
計
か
ら
の
援
助
を
減
額
し

約
650
万
円
余
の
保
険
税
値
上
げ
の

予
算
に
反
対
。

（
中
野
ま
さ
ひ
ろ 

議
員
）

　

令
和
元
年
度
は
国
民
健
康
保
険
財

政
調
整
基
金
を
ほ
ぼ
全
額
の
3397
万
円

取
り
崩
し
た
。
新
年
度
は
4000
万
円
を

取
り
崩
す
予
算
だ
が
、
そ
れ
で
も
約

4000
万
円
残
る
。
あ
と
1500
万
円
あ
れ
ば
増

税
し
な
く
て
済
む
。
国
保
へ
の
繰
り
入

れ
を
増
や
す
な
と
い
う
人
も
反
対
を
。

（
門
原
武
志 

議
員
）

　

県
平
均
８
万
3781
円
だ
っ
た
保
険

料
が
新
年
度
は
９
万
2191
円
に
な
り

8410
円
の
値
上
げ
。
町
内
平
均
は
、

９
万
2000
円
だ
っ
た
の
が
９
万
8000
円

に
な
り
約
6000
円
の
値
上
げ
。
7５
歳

に
な
れ
ば
強
制
的
に
入
れ
ら
れ
、

病
気
が
ち
な
高
齢
者
だ
け
を
集
め

る
保
険
制
度
に
反
対
。

（
門
原
武
志 

議
員
）

　
中
根
一
郎
君
は
、
町
職
員
３３
年
間

勤
務
の
う
ち
1４
年
間
を
教
育
委
員
会

に
在
籍
し
、
次
世
代
に
向
け
た
人
材

育
成
を
目
指
す
本
町
教
育
行
政
に
も

精
通
さ
れ
、
勤
勉
実
直
な
性
格
と
豊

富
な
行
政
経
験
で
教
育
長
と
し
て
手

腕
を
発
揮
さ
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
。

（
加
藤
達
雄 

議
員
）

　
虐
待
・
DV
の
防
止
、
中
小
零
細
事

業
者
の
存
続
、
児
童
生
徒
の
教
育
を

受
け
る
権
利
の
保
障
等
々
課
題
は
無

数
に
あ
る
。
町
民
の
皆
様
の
具
体
的

な
声
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
最
適

な
対
策
に
尽
力
す
る
こ
と
を
強
く
要

請
し
賛
成
す
る
。

（
中
野
ま
さ
ひ
ろ 

議
員
）

　今
補
正
予
算
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
緊

急
支
援
策
で
賛
成
だ
が
、「
7５
歳
以

上
高
齢
者
へ
の
マ
ス
ク
配
布
事
業
」

を
、
町
長
選
挙
公
約
の
高
齢
者
初
診

料
無
料
化
の
替
わ
り
と
の
説
明
は
そ

ぐ
わ
な
い
。
ま
た
「
図
書
カ
ー
ド
」

配
布
事
業
等
は
郵
送
で
は
な
く
、「
家

庭
見
回
り
事
業
」
と
し
て
の
利
活
用

の
検
討
を
求
め
る
。

（
加
藤
達
雄
　議
員
）

　
国
の
対
応
が
遅
く
、
県
の
対
応
が

乱
暴
な
こ
と
に
抗
議
す
る
。
残
額
約

4.7
億
円
と
な
る
財
政
調
整
基
金
は
災

害
に
備
え
る
た
め
と
し
て
積
み
立
て

ら
れ
て
き
た
。
思
い
切
っ
た
対
応
を

す
る
た
め
基
金
を
活
用
し
、
次
の
補

正
予
算
を
編
成
す
る
よ
う
求
め
る
。

（
門
原
武
志
　議
員
）

　

５
人
家
族
だ
と
所
得
825
万
8000
円

で
課
税
上
限
額
に
達
し
、
国
保
税

は
99
万
円
に
な
る
。
協
会
け
ん
ぽ

の
場
合
、
同
じ
所
得
だ
と
本
人
負

担
は
４7
万
6000
円
。
毎
年
、
増
税
さ

れ
る
中
で
高
額
所
得
と
は
言
え
な

い
家
庭
も
上
限
額
に
達
す
る
。
な

お
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
減
収
世
帯
に

対
す
る
減
免
実
施
は
評
価
。

（
門
原
武
志 

議
員
）

3
月
定
例
会
・
5
月
臨
時
会

東
郷
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て賛

成
多
数
で
可
決

令
和
2
年
度
東
郷
町

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

賛
成
多
数
で
可
決

教
育
委
員
会
の
教
育
長

の
任
命
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
同
意

反
対

反
対

賛
成

東
郷
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

反
対

賛
成

令
和
2
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

賛
成
多
数
で
可
決

反
対

7 　令和２年 6 月 1 日　 とうごう議会だより

特
別
定
額
給
付
金
一
人
10
万
円
等

全
10
事
業 

総
額
47
億
1400
万
円 

全
会
一
致
で
可
決
！！

5
月
臨
時
会

令
和
2
年
度
東
郷
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
補
正
予
算
）

全
員
賛
成
で
可
決



一
般
質
問

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

Q：
A：

□□　□□ 議 員

予防をしっかり

︻
問
︼
ど
の
よ
う
な
問
い

合
わ
せ
が
あ
る
の
か
。

︻
総
務
部
長
︼
感
染
予
防

や
、
主
な
も
の
は
施
設
の

開
放
・
行
事
に
関
す
る
こ

と
が
多
い
。

︻
問
︼
現
在
、
町
は
ど
ん

な
感
染
予
防
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

︻
こ
ど
も
健
康
部
長
︼
今

ま
で
に
な
い
感
染
症
。
実

態
が
明
ら
か
で
な
い
。
感

染
状
況
の
把
握
等
、
情
報

収
集
を
し
て
い
る
。
過
剰

に
反
応
す
る
こ
と
な
く
不

要
不
急
の
外
出
や
集
会
を

控
え
る
と
と
も
に
手
洗

い
・
う
が
い
の
励
行
、
人

混
み
で
の
マ
ス
ク
着
用

等
、
感
染
症
対
策
の
正
し

い
知
識
を
町
民
に
周
知
し

て
い
る
。

︻
問
︼
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
の
予
防
に
関
す
る
要
望

が
あ
っ
た
。
今
後
も
、
国

や
県
か
ら
の
要
望
・
指
示

に
従
っ
て
い
く
の
か
。

︻
総
務
部
長
︼
政
府
及
び
、

所
管
官
庁
の
通
知
等
に

従
っ
て
実
施
し
て
い
く
。

︻
問
︼
感
染
拡
大
の
中
、

最
も
重
要
か
つ
大
切
な
の

は
感
染
予
防
だ
と
思
う
。

近
隣
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
比
べ
、
予
防
方
法
等
の

情
報
が
少
な
い
。
充
実
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

︻
総
務
部
長
︼
意
見
を
参

考
に
小
ま
め
な
情
報
発

信
と
工
夫
を
し
て
い
き

た
い
。

「新型コロナウイルス感染拡大予防」の観点
から一般質問日程を3日から1日に短縮し、一
気に13名の議員が質問に立ちました。

新型コロナに関する問い合わせは
現在のところ、各部門をあわせて280件ほど

Q：
A：

若園　ひでこ 議 員
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Q：
A：

Q：
A：

一
般
質
問

熊田　彰夫 議 員

名古屋春木線の役場南から東側を陳情
セントラル開発後の県道の陳情はどうか

中野　まさひろ 議 員

時間外勤務月80時間超のゼロに向け努力
過労死レベル超の先生の働き方改革の必要性

名古屋春木線の延伸が待たれる役場南

︻
問
︼
セ
ン
ト
ラ
ル
開
発
に

伴
い
、
名
古
屋
春
木
線
が

桝
池
か
ら
東
郷
町
役
場
南

ま
で
新
た
に
開
通
す
る
。

東
郷
町
内
に
は
県
道
及
び

都
市
計
画
道
路
の
改
良
計

画
が
多
々
あ
る
が
、
今
後

県
へ
は
ど
の
道
路
を
優
先

的
に
陳
情
し
て
い
く
か
。

︻
都
市
建
設
部
長
︼
現
在
施

工
中
の
名
古
屋
春
木
線
の

役
場
南
か
ら
、
東
側
へ
の

延
伸
を
引
き
続
き
優
先
し

て
要
望
す
る
予
定
。

︻
問
︼
岩
作
諸
輪
線
の
八
王

子
前
交
差
点
、
及
び
木
戸

畑
交
差
点
で
は
朝
夕
の
通

勤
時
に
激
し
く
渋
滞
し
、

八
王
子
前
で
は
右
折
車
が

1
信
号
で
3
台
程
し
か
通

過
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

右
折
矢
印
信
号
を
設
置
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

︻
都
市
建
設
部
長
︼
矢
印
信

号
は
公
安
委
員
会
の
所
管

で
あ
る
た
め
、
愛
知
警
察

署
に
確
認
し
た
。
矢
印
信

号
等
の
設
置
は
公
安
委
員

会
自
ら
交
通
量
調
査
を
行

い
、
効
果
の
確
認
検
証
を

行
う
。
ま
た
右
折
レ
ー
ン

が
あ
る
交
差
点
の
み
右
折

信
号
の
設
置
が
可
能
な
の

で
八
王
子
前
交
差
点
に
は

現
地
を
詳
細
に
精
査
し
慎

重
に
進
め
て
い
く
が
、
木

戸
畑
交
差
点
は
右
折
レ
ー

ン
が
な
い
の
で
不
可
と
の

返
答
を
得
た
。

小学校 11.4％、中学校 24.7％の先生が過労死レベル
超の時間外勤務

︻
問
︼
時
間
外
勤
務
が
月

₈0
時
間
超
と
100
時
間
超
の

小
中
学
校
の
先
生
の
人
数

及
び
割
合
は
。

︻
教
育
部
長
︼
月
₈0
時
間

超
は
小
学
校
158
人
中
1₈
人

で
11.4
％
、
中
学
校
9３
人
中

２３
人
で
24.7
％
。
100
時
間
超

は
中
学
校
11
人
で
11.8
％
。

︻
問
︼
過
労
死
レ
ベ
ル
超

の
先
生
の
時
間
外
勤
務
削

減
の
方
策
は
。

︻
教
育
部
長
︼「
教
員
の

多
忙
化
解
消
プ
ラ
ン
」
に

よ
り
、
定
時
退
校
・
部
活

動
や
行
事
の
精
選
・
教
員

補
助
員
の
配
置
等
に
取

り
組
む
。

︻
町
長
︼
町
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
考
え
て
い
き

た
い
。

︻
問
︼「
気
象
非
常
事
態
宣

言
」
に
よ
り
、
地
球
温
暖

化
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
む
姿
勢
を
町
内
外
に
表

明
し
、
町
を
上
げ
て
地
球

温
暖
化
防
止
施
策
を
強
化

す
る
考
え
は
。

︻
町
長
︼「
こ
れ
か
ら
の
10

年
が
人
類
の
未
来
を
決
め

る
」
と
認
識
し
て
い
る
。

「
気
象
非
常
事
態
宣
言
」

を
地
球
温
暖
化
防
止
の
ひ

と
つ
の
手
段
と
し
て
検
討

す
る
。

気
象
非
常
事
態
宣
言
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A：

一
般
質
問

Q：
A：

山下　茂 議 員

特定検診や生活習慣改善を推進していく
本町の医療費・介護費増大への対応策は

令和元年度諸輪交差点に設置された防護柵

︻
問
︼
通
学
路
に
防
護
柵
を

整
備
す
る
計
画
は
ど
こ
か
。

︻
教
育
部
長
︼
未
就
学
児
の

移
動
経
路
や
学
校
通
学
路

の
横
断
歩
道
前
後
の
歩
行

者
溜
ま
り
に
防
護
柵
を
設

置
す
る
。
関
係
各
課
と
合

同
点
検
を
実
施
し
必
要
箇

所
５５
か
所
を
予
定
。
令
和

元
年
度
は
諸
輪
交
差
点
に

設
置
、
令
和
２
年
度
は
３５

か
所
、
令
和
3
年
度
は
19

か
所
を
予
定
す
る
。

︻
問
︼
本
町
の
将
来
に
重
要

な
都
市
計
画
道
路
「
日
進

三
好
線
」
を
調
査
す
る
内

容
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

︻
都
市
建
設
部
長
︼
周
辺
地

域
の
土
地
利
用
を
検
討
す

る
上
で
必
要
と
な
る
各
種

条
件
整
備
な
ど
を
行
う
。

主
な
調
査
内
容
は
「
地
形

条
件
・
地
域
特
性
の
整
理

に
加
え
、
町
・
国
・
県
レ

ベ
ル
の
視
点
か
ら
こ
の
地

域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
測

る
た
め
の
市
場
調
査
、
土

地
利
用
に
対
す
る
地
元
・

地
権
者
の
意
向
な
ど
調
査

を
予
定
し
て
い
る
。

︻
問
︼
令
和
元
年
度
の
給
食

費
公
費
負
担
は
、
食
材
の

高
騰
等
に
よ
り
、
１
食
２0

円
負
担
し
た
。
令
和
２
年

度
は
、
小
中
学
校
給
食
費

の
定
額
制
の
導
入
に
よ
り

公
費
負
担
額
は
ど
う
な
る

か
。

︻
教
育
部
長
︼
本
町
が
設
定

し
た
給
食
費
の
定
額
制
導

入
に
よ
り
、
年
間
給
食
費

は
約
1５
％
軽
減
に
な
る
が
、

本
町
の
給
食
費
公
費
負
担

額
は
5045
万
円
。

GIGA スクール構想での教室イメージ図

︻
問
︼
他
市
町
よ
り
高
い
と

い
わ
れ
る
国
民
健
康
保
険

の
、
標
準
保
険
税
率
を
下

げ
る
具
体
的
な
方
策
は
。

︻
福
祉
部
長
︼
税
率
を
下
げ

る
に
は
医
療
費
指
数
（

≒

医
療
費
）
を
下
げ
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

特
定
検
診
を
通
じ
て
自
身

の
健
康
状
態
を
認
識
し
、

生
活
習
慣
改
善
や
疾
病
の

早
期
治
療
に
取
組
む
こ
と

が
医
療
費
抑
制
に
繋
が
る
。

︻
問
︼
医
療
費
削
減
効
果
が

高
い
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は
。

︻
こ
ど
も
健
康
部
長
︼
昨
年

度
の
接
種
率
は
41.4
％
、
今

年
度
1
月
末
で
２３
％
。

︻
問
︼
接
種
率
向
上
策
は
。

︻
こ
ど
も
健
康
部
長
︼
毎
年

3
月
に
対
象
者
に
ハ
ガ
キ

を
送
付
し
勧
奨
し
て
い
る
。

︻
問
︼
今
後
強
化
さ
れ
る
英

語
教
育
の
ゴ
ー
ル
は
。

︻
教
育
部
長
︼
新
学
習
指
導

要
領
で
は
、
英
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
基
礎
資
質
・
能
力
を
育

成
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

︻
問
︼
校
内
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
整
備
状
況
は
。

︻
教
育
部
長
︼
令
和
２
年
度

迄
に
高
速
大
容
量
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
完
備
し
、
令
和

５
年
度
ま
で
に
1
人
1
台

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備

す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
備
え
る
。

通学路に防護柵を整備する計画はどこか
横断歩道の前後歩行者溜まりに設置する

Q：

近藤　鑛治 議 員

教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て
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Q：
A：

Q：
A：

一
般
質
問

加藤　達雄 議 員

住み慣れた地域での共生社会を目指す
高齢者に優しい、地域福祉計画とは

山田　達郎 議 員

有機野菜農家は一軒のみで全てを供給は無理
給食は有機野菜や地産品と聞くがその実態は

サロン「憩い会」の会場「諸輪憩いの里ホール」

︻
問
︼
令
和
2
年
度
か
ら
始

ま
る
地
域
福
祉
計
画
で
は
、

高
齢
者
福
祉
を
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

︻
福
祉
部
長
︼
高
齢
者
だ
け

で
な
く
、
障
が
い
者
、
子

ど
も
等
へ
も
、
地
域
住
民

の
参
加
を
得
て
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
解
決
の
た
め

の
資
源
を
結
集
し
、
計
画

的
包
括
的
に
進
め
て
い
く
。

︻
問
︼
集
い
の
場
の
サ
ロ
ン

の
拡
充
を
進
め
る
と
あ
る

が
具
体
例
を
説
明
願
う
。

︻
福
祉
部
長
︼
現
在
も
住
民

主
体
サ
ロ
ン
に
支
援
を
し

て
い
る
が
、
活
動
要
件
を

満
た
し
て
い
る
団
体
に
は

立
ち
上
げ
支
援
費
や
運
営

費
を
上
乗
せ
し
サ
ロ
ン
の

拡
充
を
図
り
た
い
。
ま
た
、

藤
田
医
科
大
学
と
の
連
携

に
よ
り
、
出
張
型
の
「
ま

ち
か
ど
保
健
室
」
の
開
催

等
、
各
種
介
護
予
防
講
座

を
用
意
す
る
。

︻
問
︼
当
該
施
設
か
ら
排
出

さ
れ
る
廃
棄
物
に
関
し
、

事
業
者
と
各
種
協
議
は
。

︻
経
済
環
境
部
長
︼
オ
ー
プ

ン
に
先
駆
け
事
業
者
、
尾

三
衛
生
、
町
で
随
時
協
議

を
実
施
。
各
テ
ナ
ン
ト
の

排
出
量
は
処
理
費
負
担
に

反
映
す
る
。
本
町
へ
の
廃

棄
物
持
込
み
量
の
増
加
は

負
担
金
に
も
影
響
す
る
。

一般質問動画

︻
問
︼
本
町
の
野
菜
収
量
の

基
本
デ
ー
タ
に
つ
い
て
。

︻
経
済
環
境
部
長
︼
野
菜
は

把
握
手
段
が
整
っ
て
お
ら

ず
、
把
握
で
き
て
い
な
い
。

︻
問
︼
町
は
農
業
支
援
と
言

う
が
、
未
把
握
の
状
況
で

生
産
・
供
給
は
可
能
か
。

︻
経
済
環
境
部
長
︼
気
候
や

天
候
に
左
右
さ
れ
る
が
、

東
郷
町
産
野
菜
を
優
先
供

給
し
て
貰
っ
て
い
る
。

︻
問
︼
タ
ル
ト
に
使
う
少

量
で
は
米
作
支
援
に
は
な

ら
な
い
と
思
う
が
、
助
成

金
を
出
し
本
町
の
特
産
品

と
し
て
力
を
入
れ
て
き
た

ロ
ー
ゼ
ル
に
関
わ
っ
た

方
々
を
今
後
ど
う
す
る
の

か
。

︻
経
済
環
境
部
長
︼
知
名
度

も
一
定
の
も
の
が
あ
り
、

生
産
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も

で
き
、
一
定
成
果
を
上
げ

た
と
認
識
し
て
い
る
。
町

の
補
助
金
な
し
で
も
や
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

︻
問
︼
名
大
農
場
が
開
発
し

た
東
郷
町
向
け
の
新
品
種

が
あ
る
と
聞
い
た
が
特
産

品
に
し
な
い
の
か
。

︻
経
済
環
境
部
長
︼
現
時
点

で
は
特
産
の
米
に
す
る
こ

と
は
予
定
し
て
い
な
い
。

︻
問
︼
電
動
ベ
ッ
ド
の
助
成

は
で
き
な
い
か
。

︻
福
祉
部
長
︼
介
護
保
険
の

中
で
対
応
可
能
。

米
粉
の
タ
ル
ト
を
本
町
の

特
産
品
に
し
た
い
の
か

高
齢
者
・
障
が
い
者

支
援
に
つ
い
て

ら
ら
ぽ
ー
と
愛
知
東
郷

の
廃
棄
物
に
つ
い
て
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A：

一
般
質
問

Q：
A：

高木　佳子 議 員

他市町に遅れることのないよう検討したい
サポカー補助制度、本町は検討されているか

スーパーが撤退した地域（春木白土地内）

土曜日 18 時まで延長保育を実施する南部保育園

︻
問
︼
町
100
％
出
資
の
第

３
セ
ク
タ
ー
「
東
郷
町
施

設
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
」

社
内
で
署
名
を
強
制
さ
れ

た
と
の
訴
え
が
議
員
に

あ
っ
た
。
町
の
考
え
は
。

︻
町
長
︼
町
長
に
も
同
じ

訴
え
が
あ
っ
た
。
徹
底
的

に
調
査
す
る
。

︻
問
︼
同
社
の
取
締
役
会
が

長
期
開
か
れ
な
か
っ
た
が
。

︻
企
画
部
長
︼
同
社
か
ら
、

新
取
締
役
に
対
す
る
町
と

議
会
の
考
え
が
異
な
る
た

め
、
取
締
役
会
開
催
は
困

難
と
の
通
知
が
町
企
画
部

長
宛
て
に
来
た
。
町
は
、

３
か
月
に
１
回
は
取
締
役

会
開
催
が
必
要
と
い
う
会

社
法
に
基
づ
き
、
開
催
を

求
め
て
き
た
。

︻
問
︼同
社
の
赤
字
理
由
は
。

︻
町
長
︼
健
康
づ
く
り
、

県
外
で
の
事
業
が
原
因
。

︻
問
︼
巡
回
バ
ス
事
業
に

充
て
ら
れ
る
特
別
交
付
税

に
つ
い
て
説
明
を
。

︻
企
画
部
長
︼
事
業
に
か

か
る
歳
出
か
ら
国
県
補
助

金
を
引
い
た
額
に
0.8
を
掛

け
た
額
が
措
置
さ
れ
る
。

︻
問
︼
大
型
店
舗
撤
退
を
事

前
に
把
握
す
る
町
独
自
の

仕
組
み
を
作
る
考
え
は
。

︻
経
済
環
境
部
長
︼
先
進

事
例
を
研
究
す
る
。

ズ
が
高
ま
っ
た
時
に
難
し

い
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
処
遇
は
職

員
と
同
等
と
し
て
い
る
。　

採
用
が
な
か
な
か
う
ま
く

い
か
な
い
現
状
で
あ
る
が

能
力
の
あ
る
人
材
を
登
用

し
た
い
。
子
ど
も
た
ち
の

保
育
の
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
は
町
の
将
来
を
整
備

す
る
こ
と
と
同
じ
と
受
け

止
め
て
い
る
。

︻
問
︼
国
の
サ
ポ
カ
ー
補
助

金
申
請
受
付
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
本
町
は
補
助
制
度

の
検
討
を
さ
れ
て
い
る
か
。

︻
総
務
部
長
︼
国
、
県
の

状
況
を
確
認
し
他
市
町
に

遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
。

︻
問
︼
南
部
保
育
園
で
の

土
曜
日
の
延
長
保
育
に
よ

る
職
員
の
確
保
、経
費
は
。

︻
こ
ど
も
健
康
部
長
︼
正

規
職
員
と
会
計
年
度
任
用

職
員
で
対
応
。
４
人
分
の

人
件
費
と
し
て
120
万
1000
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

︻
問
︼
保
育
士
離
れ
が
深

刻
で
保
育
士
の
確
保
は
困

難
と
聞
い
て
い
る
。
先
生

方
の
負
担
増
が
心
配
さ
れ

る
が
利
用
者
の
声
を
聴
く

の
と
同
様
に
先
生
方
の
声

も
聴
き
準
備
し
た
か
。

︻
町
長
︼
急
に
保
育
ニ
ー

第３セクターでのパワハラの訴えへの対処は
徹底的に調査する

Q：

門原　武志  議 員

子
育
て
世
代
に
優
し
く

巡
回
バ
ス
の
財
源

大
型
店
舗
撤
退
へ
の
対
応 
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Q：
A：

Q：
A：

一
般
質
問

加藤　宏明 議 員

令和2年度予算は大丈夫
多新規事業で本町を破滅に向かわせるのか

比嘉　浩二 議 員

2か所のみで他は把握できていない
町の花あやめの群生地は2か所のみか

誇らしい町の花「あやめ」

本町の未来を託す商業施設

︻
問
︼
４0
近
く
の
新
規
事

業
に
基
金
を
取
崩
し
、
多

く
の
借
金
を
し
て
取
組
む

こ
と
に
危
機
感
を
感
じ

る
。
令
和
２
年
度
は
町
税

増
1
億
円
、
基
金
取
壊
し

5
億
円
に
対
し
7
億
円
の

支
出
、
借
入
残
も
100
億
円

を
突
破
す
る
。
近
年
の
実

質
単
年
度
収
支
も
思
わ
し

く
な
く
、
こ
の
ま
ま
本
町

を
破
滅
に
向
か
わ
せ
る
つ

も
り
か
。

︻
総
務
部
長
︼
平
成
２₈
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で

の
毎
年
の
財
政
調
整
基
金

は
平
均
5
億
1250
万
円
で
あ

り
、
令
和
２
年
度
も
同
様

で
大
丈
夫
。

︻
問
︼
上
城
保
育
園
跡
地

は
当
初
4
億
円
で
売
却

し
、
和
合
保
育
園
建
設
に

充
て
る
予
定
が
、
諸
輪
地

区
公
園
建
設
に
予
定
変
更
。

ま
た
、
町
立
保
育
園
で

は
「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
に

よ
る
英
語
活
動
事
業
」
が

各
園
週
2
日
行
わ
れ
6
時

間
滞
在
と
の
こ
と
。
保
育

士
と
外
国
人
講
師
と
の
問

題
点
は
な
い
か
。
ま
た
、

学
校
給
食
費
で
は
3200
万
円
、

き
ら
き
ら
こ
ど
も
夏
季
英

語
教
室
等
に
公
費
注
入
の

意
図
は
。

︻
都
市
建
設
部
長
︼
諸
輪
地

区
の
要
望
に
よ
る
も
の
。

︻
こ
ど
も
健
康
部
長
︼
幼

児
に
様
々
な
体
験
を
さ
せ

た
い
こ
と
と
、
ニ
ー
ズ
調

査
に
よ
る
も
の
。
問
題
点

は
現
在
調
整
中
。

︻
問
︼
現
存
の
2
か
所
の
種

は
あ
や
め
に
相
違
な
い
か
。

︻
企
画
部
長
︼
現
時
点
で
専

門
的
見
地
か
ら
は
把
握
し

て
い
な
い
。

︻
問
︼
町
の
花
と
し
て
制
定

当
時
は
ど
れ
ほ
ど
群
生
し

て
い
た
の
か
。

︻
企
画
部
長
︼
制
定
が
昭
和

４9
年
と
古
く
、
当
時
の
状

況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

︻
問
︼
今
後
あ
や
め
を
増
や

し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

︻
企
画
部
長
︼
機
会
ご
と
に

苗
の
配
布
な
ど
し
、
町
の

花
と
し
て
の
機
運
醸
成
に

努
め
る
。

︻
問
︼
現
在
何
部
購
読
、
ま

た
そ
の
総
額
は
。

︻
総
務
部
長
︼
現
在
６
紙
10

部
。
年
額
４５
万
7164
円
。

︻
問
︼
過
去
に
東
郷
町
の

ニ
ュ
ー
ス
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
件
数
は
。

︻
総
務
部
長
︼
本
年
度
１
月

末
ま
で
に
中
日
7₆
件
、
朝

日
６
件
、
読
売
３
件
、
毎

日
と
日
経
が
１
件
。
そ
れ

以
前
は
把
握
し
て
い
な
い
。

︻
問
︼
部
数
、
種
類
を
減
ら

す
考
え
は
あ
る
か
。

︻
総
務
部
長
︼
今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
削
減
、
再
配

置
を
考
え
る
。

新
聞
各
紙
の

あ
り
方
に
つ
い
て
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A：

一
般
質
問

Q：
A：

石橋　直季 議 員

近隣の状況調査の上、打てる手を打っている
町長就任後、新たに取り組んだ渋滞対策は

長引く休校中の心のケア対応として。
スクールソーシャルワーカーによる電話相談を開設

︻
問
︼
保
留
通
知
の
発
送
数

の
公
表
や
保
留
と
な
っ
た

理
由
な
ど
申
請
者
へ
の
詳

細
な
説
明
対
応
を
望
む
が
、

今
後
の
待
機
児
童
の
動
向

と
解
消
対
策
は
。

︻
こ
ど
も
健
康
部
長
︼
令
和

2
年
4
月
1
日
現
在
で
待

機
発
生
の
可
能
性
あ
り
。

民
間
事
業
者
の
開
設
支
援

等
枠
の
確
保
に
努
め
る
。

︻
問
︼
一
時
保
育
所
と
役
場

担
当
課
の
連
携
、
利
用
者

へ
の
的
確
な
情
報
提
供
は
。

︻
こ
ど
も
健
康
部
長
︼
お
ひ

さ
ま
の
予
約
、
キ
ャ
ン
セ

ル
等
の
連
絡
を
、
お
ひ
さ

ま
の
保
育
士
が
対
応
す
る

よ
う
変
更
し
、
臨
機
応
変

な
対
応
で
利
用
者
に
寄
り

添
っ
た
運
営
を
図
る
。

︻
問
︼
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
す
ぐ
相
談
で
き
な

か
っ
た
こ
と
へ
の
対
応
は
。

︻
教
育
部
長
︼
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に

繋
ぐ
よ
う
学
校
に
伝
え
て

い
た
が
、
調
整
が
う
ま
く

取
れ
ず
不
適
切
な
対
応
と

な
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、

今
後
は
周
知
徹
底
を
図
る
。

町
費
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
増
員
も
検
討
し
、

早
期
に
相
談
体
制
を
充
実

さ
せ
る
。

ららぽーと愛知東郷 バスターミナルは写真右部分

︻
問
︼ら
ら
ぽ
ー
と
開
業
後
、

特
に
渋
滞
が
発
生
す
る
の

は
開
業
後
ど
れ
ぐ
ら
い
の

期
間
か
。
平
日
土
日
祝
日

で
の
違
い
な
ど
予
測
は
。

︻
都
市
建
設
部
長
︼
休
日
１

日
で
１
万
5200
台
、
平
日
１

日
で
6600
台
。
近
年
開
業
し

た
事
例
で
は
、
開
業
後
概

ね
１
か
月
か
ら
１
か
月
半

程
度
で
落
ち
着
く
。

︻
問
︼
渋
滞
予
測
情
報
を
周

知
し
て
い
く
考
え
は
。

︻
都
市
建
設
部
長
︼
三
井
不

動
産（
株
）に
何
か
で
き
る

か
確
認
す
る
。

︻
問
︼
じ
ゅ
ん
か
い
君
が
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
乗
り
入

れ
な
い
の
は
残
念
だ
と
い

う
声
は
多
い
。
な
ぜ
そ
の

よ
う
な
選
択
を
し
た
の
か
。

︻
企
画
部
長
︼
近
隣
市
で
大

型
商
業
施
設
が
開
業
し
た

際
の
渋
滞
状
況
か
ら
予
想
。

開
業
か
ら
期
間
を
置
い
た

令
和
３
年
４
月
か
ら
乗
り

入
れ
開
始
を
目
標
と
し
た
。

︻
問
︼
渋
滞
緩
和
に
公
共
交

通
の
利
用
勧
奨
を
す
る
こ

と
は
常
套
。
混
雑
が
予
測

さ
れ
る
か
ら
乗
り
入
れ
な

い
と
い
う
の
は
全
く
理
由

に
な
ら
な
い
。
開
業
後
、

特
別
編
成
を
考
え
る
な
ど

の
余
地
は
な
か
っ
た
の
か
。

︻
町
長
︼
病
院
、
公
共
施
設

に
向
か
う
利
用
者
も
い
る
。

始
発
終
点
で
あ
り
、
従
前

か
ら
の
利
用
者
の
利
便
を

鑑
み
た
。

待機児童率の予測を伝える仕組みが必要ではQ：

國府田　さとみ 議 員

正確な情報をできるだけ早く伝えるよう努める

子
ど
も
た
ち
の
心
の

ケ
ア
に
お
け
る
対
応
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本町及び周辺市の政務活動費（年額）
令和２年４月現在

本 町 及び 周 辺 市の 議 員 報 酬（ 月 額 ）  令和2年4月現在　単位：円　※緑字：特例条例適用

議会解体新書４

町民の皆さまの声

町民の皆さまの声 主な支出項目は

特別職報酬等審議会での主な意見

地方自治法

地方自治法

条例

東郷町特別職報酬等審議会条例

❶ 「地方公共団体は議員に報酬を支払わなければならない」
❷ 「報酬は条例で決めなければならない」

「条例により調査研究等の活動経費の一部として政務活動費を支給できる」

❶  議員の政策形成能力の向上及び議会の審議機能の強化が目的。
❷  申請により、議員の活動経費の一部として年12万円が交付されています。
❸  使途は「調査研究」「研修」「広報広聴」「資料購入」等、厳格に決められています。
❹  収支報告書の提出が義務付けられ、残額は返金します。
❺  収支報告書は公開されています。

❶  町長は、議員報酬等の額に関する条例の提出前に、額について審議会の意見を聴くこと。
❷  審議会は、東郷町の公共的団体等の代表者その他住民の中から必要の都度、町長が任命する。

議 員 報 酬 はどう決 まる？

政 務 活 動 費とは？

政 務 活 動 費 の 使 い 道

※内容や執行状況は、町ホームページから「ホーム > 町政情報 > 東郷町議会 > 政務活動費」へ。

・真剣に議員活動をする方には、あまり
に少額。（和合 Tさん）

・一律ではなく、能力に応じて変えられ
たらいい。（春木台 Mさん)　

・議員活動量が不明なので評価はでき
ないが、少ないですね。（白鳥 Eさん）

・住民の声を聞くために、広報広聴費や要請
陳述等活動費に使うべき。(春木台 Mさん)　

・必要経費が月1万円では、議員のレベルアッ
プは望めない。（和合 Tさん）

・使っていない議員は、活動していないとい
うこと？（白鳥 Eさん）

・「研修費」
・「広報・広聴費」
・「資料購入費」
令和元年度の対予算執行率
は全体で62.5％でした。

●優秀な人に議員なってもらうためには、生
活もでき、勉強もできる額が必要。

●周辺市に比べ議員は少額。
●上げるのは良いが、一生懸命に仕事をす

る姿を見せて欲しい。

・子供や家族を養えない。
・雇用保険もなく不安定。
・経験を積んでも昇級なし。
・他に収入があれば良いが。

区分 東郷町 日進市 みよし市 豊明市 長久手市 名古屋市
市長・町長 881,000 992,000 923,000 935,750 880,000 500,000

議長 392,000 523,000 496,000 499,000 495,000 1,041,250
副議長 315,000 464,000 425,000 445,000 429,000 916,300

常任委員長 295,000 430,000 397,000 405,000 377,000 841,500
議員 286,000 430,000 385,000 405,000 367,000 841,500

東郷町 日進市 みよし市 豊明市 長久手市 名古屋市
12万円 15万円 18万円 15万円 12万円 600万円 項目 主な内容

調査研究費 調査研究の委託
研修費 研究会・講習会への参加
広報・広聴費 議会活動の報告・意見要望の聴取
要請陳情等活動費 要請陳情活動・住民相談
会議費 会議・住民相談会開催
資料作成費 調査研究のための資料作成
資料購入費 図書・資料等の購入

議員報酬 政務活動費

議員のつぶやき
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まちの文化 この人にあり！
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発
行

議
長
室
か
ら

「ご当地意見交換会」について ネットで議会
QRコードリーダーで読み取ってご覧ください

３
月
議
会
で
は
、３
月
2
、4
、5
日
予
定
の
一

般
質
問
を
13
日（
金
）の
み
で
実
施
し
ま
し
た
。

2
月
27
日
夕
方
に
飛
び
込
ん
で
き
た「
全
国

の
小
中
学
校
休
校
」の
報
を
受
け
、多
く
の
部

課
が
対
応
に
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
を
想
像
し
、一

般
質
問
日
程
を
空
け
る
方
法
を
探
り
ま
し
た
。

す
で
に
木
曜
の
晩
。翌
一
日
で
全
て
の
調
整
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

翌
午
前
、小
委
員
会
で
集
ま
っ
て
い
た
議
員

に
見
解
を
伺
い
、『
職
員
が
現
場
で
注
力
で
き
る

環
境
に
す
べ
き
』『
一
般
質
問
は
通
告
済
み
の
た

め
実
施
す
べ
き
』二
点
で
全
議
員
の
一
致
が
得

ら
れ
る
と
確
信
し
、質
問
日
程
を
延
期
し
、職
員

が
現
場
対
応
に
専
念
で
き
る
環
境
に
す
る
こ
と

を
、た
だ
ち
に
町
長
へ
申
し
入
れ
ま
し
た
。

同
日
夕
方
の
緊
急
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

最
終
日
の
延
期
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、「
13
日

（
金
）の
朝
か
ら
晩
ま
で
１
日
間
で
や
ろ
う
！
」

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

急
な
事
態
で
し
た
が
、議
員
全
員
が「
町
民
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」と
い
う
思
い

で
一
致
し
た
成
果
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、引
き
続

き「
町
民
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」と

い
う
思
い
を
議
員
一
同
が
強
く
意
識
し
な
が
ら

難
局
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
郷
町
議
会
議
長　
水
川 

淳

中学校区を単位とした町内各地での意見
交換会として、２月に開催をお知らせしており
ました「ご当地意見交換会」は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止に際し、開催予定時期が
早かった諸輪中学校区（諸輪公民館）を除く２
地区である東郷中学校区（和合公民館）と春
木中学校区（部田コミュニティセンター）にお
いての開催を中止とさせていただきました。
参加のご予定をされていた町民の皆様に
は、急な変更となりご迷惑をおかけしたことを
お詫びいたします。
こうした、それぞれの地域でのそれぞれの
話題や課題について、町民の皆さんと近い
距離感でざっくばらんにやり取りできる大
切な機会が今回得られなかったことを大変
残念に思うと同時に、今後、再度開催の目途
がたち、多くのご意見をまたお伺いできるよ
う、心から願っております。
なお、開催が出来ました諸輪中学校区での
意見交換会では、ご参加いただいた皆様か
ら、多くの貴重なご意見を聞かせていただき、
非常に有意義な時間となりましたことを改め
て感謝申し上げます。

　近藤先生は、東郷町の誇る歴史と伝統文化の
継承に永年にわたりご尽力されており、1月に開
催された伝統文化発表会でご挨拶。今年も次々
と練習の成果が発表された。コロナで忘れかけ
た笑顔を取り戻すのは「文化の力」。

議会だよりは再生紙を使用しています。

「まちの熱い人々」

表紙の写真

議会ウェブページ 録画映像配信

緊
急
事
態
の

３
月
議
会
を
振
り
返
り

令和2年6月定例会の日程広報広聴委員会
5月29日（金）　開会日（議案上程）
6月 5 日（金）　一般質問・議案質疑
12日（金）　総務経済委員会
15 日（月）　文教民生委員会
22日（月）　閉会（討論・採決）

委 員 長
國府田　さとみ

副委員長
石橋　直季

委員
高木　佳子 中野　まさひろ 
山下　　茂 加藤　達雄
水川　　淳 門原　武志

※新型コロナウイ
ルス感染症の状況
で日程を変更する
場合があります。


